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さつま町の
インフラツーリズム

令和5年10月より
河川空間のオープン化指定 本格始動！

鹿児島県さつま町
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さつま町の概要

施行日： 平成１７年３月２2日

（宮之城町、鶴田町、薩摩町が合併）

面 積 ： 303.90㎢

人 口 ： 18,０１５人 （R７.４.1現在）

環 境 ： 標高1,067mの紫尾山を中心とする山々

に囲まれ、町を一級河川の「川内川」が貫流

する盆地帯。寒暖の差が大きいことで米を

中心とする農産物の食味が良く、高い評価

を得ている。

令和７年は、
町制施行２０周年
を迎えました！
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本町まで鹿児島空港から
車で４０分
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さつま町と川内川

さつま町
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さつま町の中心を流れる 川内川

さつま町役場

川内川



川内川にホタルが飛び交う
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平成17年ごろの様子



奥薩摩のホタル舟
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7令和６年５月２６日（日） 南日本新聞

〇ほたる再生プロジェクト協議会

１）設置目的
関係機関団体の相互の協力により，

川内川及びその流域の快適な水辺環境
を保全・創出し，ほたるを中心とした
観光資源を増やす

２）協議会委員
会長 さつま町長
副会長 九州地方整備局川内川河川事務所長
委員 九州地方整備局鶴田ダム管理所長

電源開発（株）南九州電力所長
奥薩摩のホタルを守る会会長
二渡がらっぱホタルの会会長
鹿児島県、学識経験者等

３）今後の取組
・河川の状況分析、データ集約
・具体的な推進方法検討

川内川にホタルが飛び交うまちを取り戻す
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川内川のめぐみ

アユ 山太郎ガニ（モクズガニ）

パックラフト



鶴田ダムの概要(九州最大級の多目的ダム)

位置：鹿児島県薩摩郡さつま町神子
１

〇九州を代表する最大級のダム
○川内川本川中流に位置し、洪水調節、発電に大きな効果を発揮する
（■堤高：117.5ｍ、■有効貯水容量：9,800万m3 ※九州直轄ダムで1位）
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再開発前の鶴田ダムの概要

１

〇平成18年７月に鹿児島県北部豪雨災害が発生。
○平成18年10月に河川激甚災害対策特別緊急事業に採択。
〇平成30年10月に鶴田ダム再開発事業は完了。
（■洪水調節容量：7,500万m3 （再開発前）→ 9,800万m3 （再開発後））
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計画最大放流量2400㎥/sに対し、約3600㎥ /sを緊急放流



11

鶴田ダム公園の桜
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鶴田ダム公園 展望台を補修整備



多くの見学者が訪れる鶴田ダム
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〇鶴田ダムは、小学生の社会科見学や一般の見学者など多い



インフラツーリズム魅力倍増プロジェクト【全国７箇所（令和2年度時点）】
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川内川大鶴ゆうゆう館（管理者：さつま町）

レストラン

電力の展示室（電源開発㈱）治水、ダムの展示室（川内川河川事務所・鶴田ダム管理所）
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〇奥薩摩の地域振興拠点として川内川大鶴湖ゆうゆう館を運営。
○鶴田ダムインフラツーリズムの拠点として期待。指定管理者：NPOひっ翔べ!奥さつま探険隊



鶴田ダム堤体内に自分の焼酎を貯蔵（有料）
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左から１年熟成 ３年熟成 ５年熟成
イベントで来場者へ提供



○鹿児島県ではじめての指定。
○ダム見学（河川管理施設の見学）は九州ではじめて。

河川空間のオープン化指定（令和5年10月）
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鶴田ダム ダム見学対応状況
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見どころ① 社会科の学習（治水、発電、土木技術）
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鶴田ダム ダム見学対応状況



見どころ② 九州最大級のダム 大迫力を直下で体感
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～普段は立ち入り禁止区域を観光客に開放～
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見どころ③ 大迫力の毎秒１５０トン放流を間近で堪能
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コンジット広場見学者

Ｂ３展望所見学者
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見どころ③ 大迫力の毎秒１５０トン放流を間近で堪能

さつまるちゃん 上野町長 イーサキング様
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見どころ③ 大迫力の毎秒１５０トン放流を間近で堪能
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見どころ③ 大迫力の毎秒１５０トン放流を間近で堪能



見どころ④ ダム内部に潜入 神秘的な空間を満喫

27



見どころ⑤ 話題沸騰のご当地グルメ鶴田ダムカレー
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ダムチャーハン

ダムカレー



見どころ⑥ 曾木発電所遺構 遊覧船見学
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１）実施主体 ：さつま町「川内川大鶴ゆうゆう館」の管理事業にて実施
指定管理者： NPO法人 ひっ翔べ！奥さつま探険隊
サポート ：鶴田ダム管理所
鶴田ダム案内ガイドに１４名登録（R7.5.1現在）

２）見学日時 ：平日及び第２、第４日曜日
・午前：11:00～12:00
・午後：14：00～15：00 ※約1時間

３）予 約 ：NPO法人 ひっ翔べ！奥さつま探険隊ホームページより予約
※希望日の最低2週間前までに予約

４）集合場所 ：鹿児島県薩摩郡さつま町神子3988-2 川内川大鶴ゆうゆう館前

５）料 金 ： １）見学 １，０００円/１名
※子供（高校生以下）は無料。大人同伴が条件。
※団体割引あり（２６名以上）
２）学校関係の社会科見学は、これまでどおり無料。（平日のみ）

鶴田ダム見学の運用ルール
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河川空間オープン化記念イベント 秋の大鶴湖まつり開催
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〇11月24日（日） 第２回鶴田ダム秋の大鶴湖まつりを開催し、町内外の来場者からたいへん好評いただきま
した。今後も、通常のダム見学とあわせて、秋の奥薩摩の名物行事として関係者と連携しながら、地域振興・
活躍の場の創出・防災力強化を目標に継続していきます。

（放流見学）

遠目で見学者の顔が分からない程度のアングル

■参加者数：約650名
（堤体内見学、ダム放流見学、操作室見学、遊覧船）
■主催者：大鶴湖(鶴田ダム湖)インフラツーリズム関係者会議
（鶴田ダム管理所、川内川河川事務所、さつま町、伊佐市、電源開発㈱、
ひっ翔べ！奥さつま探険隊、バイオマスワークあったらし会、水と地球、
伊佐の風）

関係URL：htt㎰：www.qsr.milt.go.jp/Tsuruta/

担当部署：鶴田ダム管理所
連絡先：0996-59-2030
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さつま町観光振興基本計画 インフラツーリズムの推進



鶴田ダム（大鶴湖）

曾木発電所遺構（約20分、約１１㎞） 曾木の滝（約20分、約１３ｋｍ）

北薩公園キャンプ場（約30分、約20㎞）

紫尾温泉（約20分、約15㎞）

宮之城温泉（約15分、約8㎞）

（〇分、〇km）
※鶴田ダムまでの車時間、距離

九州のナイアガラ
風景が絶景

神秘的な
近代産業遺産
国の文化財

評判の美人の湯
ツルツル肌

紫尾山の麓
自家源泉と神の湯

星空が最高に
きれいな公園
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評判の美人の湯

さつま町役場

今後の取り組み（鶴田ダム周辺施設や近隣自治体との連携）


